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『ヘンリ・ライクロフ トの私記』を読んで、それか ら暫 くして 『徒然草』
を繙いたら、 こんな文章 にぶつかった。
「春の暮つかた、のどやかに艶なる空に、いやしか らぬ家の、奥ふか く、
木立ものふ りて、庭 に散 りしをれたる花、見過 しがたきを、さし入て見
れば、南面の格子、皆おろしてさびしげなるに、東 に向きて妻戸のよき
ほどにあきたる、御簾のやぶれより見れば、かたち清 げなる男の、年廿
ばか りにて、 うち とけたれど、心にく〉のどやかなるさまして、机の上






春の日の暮れるの も忘れて、専ら書物の世界 に遊んでいるように見 える。
こんな境地 にはなかなか達 しがたいのが一般であろう。「いかなる人 な
りけん、尋ね聞かまほし」 と興味を唆 られるのはひ とり作者ばか りでは
あるまい。
『徒然草』は千三百三十～三十一年に書かれた というから、ギッシング
の随筆 『ヘ ンリ ・ライクロフ トの私記』 とは時代 も風土 も遠 く異なる。
ここでは話を読書のことに絞 りたいが、『徒然草』の先の引用文に宿 る趣
















るものが確かにある。ここで 『私記』のとな りに 『徒然草』の一節を置
いても、あながち乱暴な取合せ とは云えまい。
『徒然草』の文章は簡潔そのものである。表現の裏側 にくさぐさの詳細
を包み隠して、謂 わば一を語 り十を伝 えているような文章である。『私
記』の文章 もやはり簡潔だが、こちらは 『徒然草』 よりももっと具体的
内容をふんだんに盛 り込んでいる。ライクロフ トはどこで何を読み、そ
の とき何を感じたか というところまで具に記 してある。
例えば、バラの香の漂 う夕べ、ライクロフ トは庭の椅子でウォル トン
の 『フカア伝』を読む(夏 三)。 眼を上 げればフカアの生誕地ヘヴィトリ
の教会の尖塔が木立のむこうに見える とい うわけで、文字通 り、書かれ
たものを肌で感 じなが ら読 んでいるのである。 フカアは都会の騒然たる
いず
環境 を離れて、片田舎へ 「神の恵みが大地から湧き出る」土地へ引





読む(冬 二)。 「終日雨、 されど私には嬉 しい一日」 こんなもの静か
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な日に注文 した本が届 くというのも悪 くない(春 十七)。 それからまた、
日曜 日にはきまってホメロスとか ミル トンとかシェイクスピアを開 く
(夏五)と いうような話 も書いてある。普段の日と違 って、 日曜の気分に
しっ くり合 う書物があるという。ライクロフ トは退職 した身だから、毎










を片端か ら忘れて行って も構わない。読書を通 して賢 くならないでも、
生活の中身が変 らな くても、そんなことはどうだっていいらしい。一刻
一刻の充実が何 よりも大切だ というのである。 ライクロフ トは没我 とい
うものの味を、つまり読書が最も純粋な形 をとるときの深い歓びを知 っ
ている。 「頁 を繰 る音 さえ殆 ど聞 こえない」と。
こんなゆ とりのある甘美な読書は、昔のライクロフ トにはおよそ考え
られない。昔は読書の意味あいがまるで違 っていた。貧乏生活の真只中
で、昼 とな く夜 とな く、食欲 と読書欲の板ばさみに苦しみながら本 を読
んでいたものである。本を読むことは即ち飢 えを意味していた。それで





遂 に一巻 の書 を読 み了 えた とき、店 の主人が堪 りかね て、 買 う気が ない
の な らやめて くれ と文 句 を云 う。 こんな話 をチ ャール ズ ・ラムが書 いて
い るが(`DetachedThoughtsonBooksandReading',EssaysofElia)、
こ うい うの は 『私記 』の一章 に もその まま通 じる。貧 しい男 は どうして
も本 が読みた い とい う動物欲 望 に駆 られ て、一 心不乱 に立 読 みを してい
た のだ ろう。若 きライクロフ トにも、読書 にか けては これ と似 た ような
烈 しい傾 向が あ った。 お よそ甘美な る読書 なぞ と云 えた もの ではない。




とで も云いた くな る。
『イ タ リアの旅』に刻 された ゲエテの切 実 な苦 しみな ども、 ライ クロフ
トに は痛い ほ ど判 るので ある。 ゲエテ はイタ リアへの燃 ゆる思い に苛 ま
れ、 ラテン語 の書物が眼 の毒 だ と云 って みんな遠 ざけた とい う。想像 力
の責苦tormentofimaginationが身 に こた えたわ けで ある。「我が希
い を止 める もの は、ただ死 あ るのみ。」(秋 十 九)と い うように、読書 が
何 か し ら底知 れぬ狂お しい欲 望 に絡 みつ いてい る ことは、 それな りの生
活 を体験 した者で なければ判 らない。
ギ ボ ンの 『ロー マ帝 国衰亡 史』 にして も、ハ イ ネ編 の 『テ ィブル ス詩
集 』 で も、 みんな生活 を犠牲 に して購 った書物 な ので ライ クロフ トに は
いつ まで も手 離せ ない。頁 の間 に過 去が折 り畳 まれ ていて、 それ らを開
け ば、忽 ち眼前 に在 りし日が蘇 るので ある。 ライ クロフ トは頁 に顔 を近





一冊一冊 の書物が それ ぞれ の過去 を裡 に秘 めて生 きてい るとい うこと
になろ う。 書かれ てい る内容 とは別 に、書物 は掛 替の ない生命 を、 また
個性 を もって ライクロ フ トの身近 に置 かれ る。 ライ クロフ トはラムに倣
って 「ぼ ろをま とった古つわ もの よ」 と書物 に呼びか け、 引越 で傷 んだ
本が あれぼ同情 を寄 せた くなるのであ る。
昔 も今 も、 ライク ロフ トはいろんな本 を読 んでい る。作 中か ら大 まか
に拾 ってみ るだ けで も、古 い ところで はホメロス、 クセ ノ フォン、 アプ
レイウス、 ル キアノス、パ ウサニアス、 マル クス ・アウレ リウス、 それ
か らシ ェイ クス ピア、 ミル トン、 ゲエテ、 スター ン、 ジ ョンソン、十 九
世 紀 に至 って は ミシ ュレ、 サ ン ト ・ブー ヴ、'テニ ソン、 デ ィケ ンズ、 カ
ー ライル、 ド ・ク ゥイ ンシ、 トロ ロー プ等々 の名 が見 える。 更 に古典学
者の グ レー ヴィスやグ ロノヴ ィウス、 また十 九世 紀エ ジプ ト学 者 のブ リ
ンダー ズ ・ピー トリとかマ スペ ロに まで関心が及 んでい る ところは、 自
と作者 ギ ッシングの読 書の幅 を窺 わせ る。
ギ ッシ ングの妻 ガブ リエルがH・G・ ウェル ズに宛 てた手紙(24June
1901)で こぼ している こ とだが、 ギ ッシングは何 か と定 ま らぬ心 の持 主
で あった らしい。一定 の状況 に長 く満足 してい られない人 だ とい う。 こ
ん な作者 の性格 の一斑 が ライクロフ トの性格 にの り移 って、 あの デヴ ォ
ン州の 申 し分 な い生活 も、 そ こで の読書 の歓 び も、いつ崩 れて しまうか
知 れな いよ うな不安が作 中 に とき どき顔 を出す。 ライ クロフ トは文学 や
哲 学や歴史 な ど様 々 な本 を読み なが ら静 か な歓 びにひた るか と思 えぼ、
まるで逆 に暗 い想念 に うち沈む こともあ る。 ここに ライ クロフ トの もう
一 つの顔が、謂 わ ば近代 エ ピキュ リア ンの横 顔 が見 えるのだが、 こうな
る とライ クロフ トは 『徒然草』の あの若者 よ りも、 『ア ミエルの 日記』の












或る好意的な同時代評 によると、 『ヘ ンリ・ライクロフ トの私記』は厂叡
智の書」ということである。「現代 に欠けたるは叡智なり、代 りに下 らぬ
空虚 な知識や情報 ばか りが世 に溢れている」(UnsignedReviewin
Week'sSunday,4July1903)と 評者は述べている。 この評言は間違っ
ていないと思うが、 これを敷衍 して考えれば、 ライクロフトのあの うっ
とりするような読書の姿 も、折々繰返される自己省察 も、全て老境に達
した知識人の叡智に裏打されていた と云えるかも知れない。
ライクロフ トの叡智は知識 を得 るために読書することの愚を戒めてい
る。 とりわけ残された人生のさほど長か らんことを思えば、知識の獲得
など何の意味 もない。「死ぬ前に、 もう一遍 『ドン・キホーテ』を読 もう」
(冬十七)と 云っているぐらいで、 ライクロフ トはもう新 しい書物 に飛び
つこうとは思わない。そんなことより何か もっ と大切なものがあるらし
い。厂「昔ほど本 を読 まな くなった。それ よりも考 える ことのほうが多
い」(夏九)と 語るあた りに、それらしきものが暗示されているように思
う。どうや ら沈思黙考の底からゆっくり立上って来るものがあるようだ。
ライクロフ トは何の気なしに、昔小学校 で読んだ 『アナバ シス』を取
り出して見る。小ぶ りのちっぽけな本だが、頁 を繰 っているうちに、厂少
年時代の幻が胸内に躍 り出た」 と云 うのである。ライクロフ トは改 めて
クセノフォンの簡潔な文章 に感心 しながらも、感動はそれだけに止 まら
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ない。 文章 の リズム にの って 自分の過去 が、遠 い昔 の夏の 日射 しまでが
、 髣髴 と眼 に浮 んで来 るの であ る。年経 るま まに心の底 に堆積 した ものが、
思 いが けず、 こんなふ うに息 を吹 き返 すわ けだ。新 しい本 ばか りを追 い
か けて読む ので は、 こうはい くまい。 ライ クロフ トは折 にふれ て過去 を
想 う。 否、過去 が何 かの拍子 に鮮 やか に蘇 るのを凝 っ と待 ってい る と云
うべ きか も知れ ない。過去 の重味が実感 され ている人 に とっては、矢鱈
に読 む よ りも考 えるこ とのほ うが大 きな意味 を もつ とい う ものだ ろう。
本 を無闇 に読 まない とい うの は、読 む ときには 〈心 の動 き>mood
とい うものが あ るか ら、 それ を忘れ ては不可 ない と云い換 えて もいい。
ライク ロフ トはいつ も自分 の心の微妙 な動 きを大切 にして、 それ に従 っ
て書物 を選 んだ り読 んだ りしてい るよ うで ある。先 の 『アナバ シス』 の
他 に、二十年ぶ りに開 いた とい う 『トリス トラム・シャ ンデ ィ』 な ども、
読 もう として勇 み立 って読 み出 した わ けで はない。 秋の夕暮 の散 歩が き
っか けにな った と云 うか ら、人 間の心 の動 き とは妙 な もの であ る。 しか
しこうい う理屈 に合 わ ない心の動 き こそ、ときに読書 を促 す最 も自然 な、
従 って一番強大 な力 になるので ある。散 歩の件 りを叙 した以下 の文章 に







生活感情 の深い ところに繋 っていな い ような読書 ほ ど空々 しい もの は
な い。ふ わついた教養 がいか に空 しいか、 ライ クロフ トと書物 との付合
い はそのあた りを充分 に示 して くれ る。 ライ クロフ トの帰 って行 くとこ








が ら、ライクロフトはこの動かしようのない心の古里 を実感 している。
それか らもう一つ。古代の文学 は青春の夢 を懐 しく思い起 こさせて く






ライクロフトはもはや徒 らに拡散して行 く傾向を嫌 って、確実なもの
を握 り、どこまで も深まってゆこうとする。厂シェイクスピアと英国は要
するに一つのものだ」 と断ずる言葉の背後 には、自国の文化 とか、 自分
の精神の拠 り所を凝視する眼が感 じられる。 ライクロフトは結局、我が
心の深淵に向ってひたす ら降 りて行 くのだ ろう。
『ヘ ンリ・ライクロフ トの私記』は決して生温かい詩情 にくるまれた作
品ではない。作者の夢や後悔や内省がライクロフ トの静穏な日々に暗い
影 を落しているのは見逃せない。ただそれはそれ として、 ときとして雲
間からこぼれる明 るい陽光のごとく、ライクロフトの生活の処々に 〈一
幅の絵〉の極立つ ときがある。作者ギッシングの想像の賜物 と云うべ き
で、何 よりも読者の胸 に残るのはこの 〈一幅の絵〉の印象であろう。ギ
ッシングはこれを十五年 ばか り温めて来て、積年の夢 を紙面に刻み込む
ように作品を書いた。ライクロフ トの生活 は作者ギッシングの夢の結晶
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なので ある。 ギ ッシング自身の現 実生活 となれ ば、 これは絵 にな るど こ
ろで はなか った。H・G・ ウ ェル ズが ギ ッシングの墓 碑 に銘 した よ うに、
「先天的・或 は後天 的 なものなのか、とにか くその生 涯 は悲劇 で あった。」
或 る朝、 ライクロ フ トが本 を読 んでい る と、周 りが いや に森閑 として
不思議 な思 いに打 たれ る。窓外 には鉛 色の憂鬱 な空 が低 く垂 れ こめて、
いか に も寒 々 しい。午後 、散歩 に出た ら、何や ら白 く軽 い ものが ライ ク




降 りしきる雪 の中で ライク ロフ トは人生 の最期 の夢 を見 て いたのか も
知れ ない。 そんな ことを思わせ る見事 な文章 であ る。作者 ギ ッシ ングの
悲劇 の生涯 も、 この しん しん と降 る雪 に清 め られ白一色 と化 し、一一 遂
に 『私記 』完結後三年 にして幕 を閉 じたので ある。
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